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ｘ
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン

室
室
長
。

著
書
に

『
変
わ
る
家
族

変
わ
る
食
卓
』
な
ど
。

料
を
ふ
ん
だ
ん
に
提
供
し
て
く
れ
る
。

（鴻
英
良
訳
、

み
す
ず
書
房

・

四
〇
〇
円
）

▼
著
者
は
現
代
芸
術
家
。

一
九
五
四
年
公
開
の
本
ド

恵

介
監
督
の
映
画
コ
一十
四
の
瞳
」

は
、

近
づ
く
戦
争
を
背
景
に
、

運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
子
供
た
ち

を
主
役
に
、

生
命
の
尊
さ
を
描

い
た
作
品
だ
。

黒
澤
明
監
督
「
七

人
の
侍
」
を
上
回
り
同
年
の
「
キ

ネ

マ
旬
報
上

位
に
輝
く
な
ど
、

当
時
の
評
価
は
高
か

っ
た
。

し

か
し
、

前
者
は
今
、

後
世
に
多

大
な
影
響
を
与
え
た
後
者
ほ
ど

顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

本
書
は
、

こ
の
忘
れ
ら
れ
た

名
作
に
焦
点
を
あ
て
た
ノ
ン
フ

イ
ク
シ
ョ
ン
。

子
役
や
ス
タ

ッ

フ

ヘ
の
丹
念
な
取
材
を
通
じ

て
、

物
語
の
展
開
と
と
も
に
制

作
現
場
の
情
景
を
再
構
成
。

同

時
に
、

映
画
が
ヒ

ッ
ト
し
て
も

芸
能
界
な
ど
に
は
進
ま
ず
、

映

画
を
誇
り
に
生
き
た
子
役
た
ち

の

「
そ
の
後
」
を
追
う
。

執
筆
の
き

っ
か
け
は
二
〇
〇

四
年
四
月
、

子
役
た
ち
が
映
画

公
開
五
十
年
を
機
に
、

小
豆
島

に
集
ま
る
こ
と
を
報
じ
た
新
聞

記
事
。

シ
ナ
リ
オ
作
家
を
目
指

し
て
い
た
十
数
年
前
、

木
下
作

品
を
繰
り
返
し
見
て
感
嘆
し
た

記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
。

「
今
こ
そ
こ
の
映
画
が
見
直

さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
取
材
を
始

め
た
。　

ヨ

家
離
散
や
生
活
青

で
学
校
に
行
け
な
く
な
る
子
も

い
る
が
、

弱
者

へ
の
温
か
い
ま

な
ざ

し
が
映
画
を
貫

い
て
い

る
。

こ
れ
こ
そ
経
済
成
長
の
中

で
日
本
人
が
失

っ
て
き
た
も
の

だ
」
と
の
思
い
か
ら
だ
。

子
役

た
ち
が
い
ま
も
役
名
で
呼
び
合

い
、

家
族
に
い
え
な
い
こ
と
も

打
ち
明
け
る
濃
密
な
人
間
関
係

も
同
様
だ
ろ
う
。

高
峰
秀
子
演
じ
る

「
大
石
先

生
」
は
よ
く
泣
く
。

生
徒
の
境

遇
に
同
情
し
て
、

た
だ
泣
く
の

だ
。

消
極
的
な
姿
勢
に
も
見
え

る
。

だ
が
、

著
者
は

「
共
感
を

得
ら
れ
て
い
る
実
感
が
あ
れ
ば

子
供
た
ち
は
安
心
で
き
る
。

こ

れ
が
あ
れ
ば
子
供
の
殺
伐
と
し

た
事
件
も
起
き
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
み
る
。

主
に
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
執
筆

し
て
き
た
が
、

日
の
当
た
ら
な

い
存
在
に
目
を
向
け
る
角
度
は

初
め
て
映
画
を
扱

っ
た
本
作
も

変
わ
ら
な
い
。

「僕
自
身
劣
等

生
だ

っ
た
か
ら
、

人
間
の
弱
さ

や
も
ろ
さ
に
関
心
が
向
く
」
。

大
石
先
生
同
様
、

つ
き
る
こ
と

な
い
共
感
が
原
動
力
だ
。

（洋

泉
社

・
一
、

七
〇
〇
円
）

「『二十四の瞳』からのメッセージ」 澤宮 優氏

葛者への温かい視線再評価

口
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目
日
回

一  内 … … Ⅲ ラ  ー  1 - 一 ― ウ止 ・=    ― f吉


